
令和６年度研究プロジェクト研究活動報告 

 

 

研究種別 ■自主研究６  公益目的事業 16 

主査名 井ノ口弘昭 関西大学准教授・武藤慎一 山梨大学教授 

研究テーマ 
都市交通システムのカーボンニュートラルに向けたプライシングに 

関する研究 

研究の経過（4月～9 月）： 

本研究では、自動車交通・公共交通の各種料金政策とカーボンニュートラルについて 5 課題を

設定し、検討している。【カーボンニュートラルに向けた課題整理】 超高齢社会の進展・生活様

式変化・電気自動車推進に関する市民意識を整理するとともに、カーボンプライシング等のカー

ボンニュートラルの政策的意義を整理した。【日本における電気自動車普及政策の検討】 ガソリ

ン自動車 3 車種・電気自動車 1 車種について燃料費・整備費用を含めたコスト比較を行い、ガソ

リン自動車と電気自動車が同程度のコストになるために必要な補助金額などについて整理した。

【地方圏におけるカーボンプライシングと公共交通サービス】 徳島市を対象として公共交通不便

地域を特定するとともに、サービス水準向上により同一規模の地方都市における顕在需要が実現

可能と想定して、交通サービスの地区別潜在需要を推計した。【カーボンニュートラル政策として

の運賃政策】 欧州における最近の運賃政策として、カーボンニュートラル政策として、従来にな

い大幅な割引政策と、サブスク型のチケットの設定を近年進めている点について情報収集を行っ

た。ただ、そうした運賃政策が実際の利用者に与える影響については公開データがない。【地方主

要鉄道駅からのアクセス交通におけるカーボンニュートラル】 山梨県甲府市において、リニア中

央新幹線の開業を念頭において、そのアクセス交通整備の評価と、その動力が太陽光発電から生

成された水素を活用したエネルギーである完全カーボンニュートラルなエネルギーに変換された

場合の影響を評価するためのモデル化を行った。 

下期へ向けて（課題等）： 

【カーボンニュートラルに向けた課題整理】 市民意識の定量的分析を行うことから、カーボン

ニュートラル政策の整理を行う。【日本における電気自動車普及政策の検討】 二酸化炭素排出量

の比較・検討、電気自動車保有に対する各種税金・補助金の検討を行う。【地方圏におけるカーボ

ンプライシングと公共交通サービス】 OD 交通量推計データを用いて、デマンド型乗合交通など

も含む交通サービスの拠点について検討するとともに、適切なサービス水準を実現するためのカ

ーボンプライシングの課金水準を検討する。【カーボンニュートラル政策としての運賃政策】 欧

州における最近の運賃政策のうち、特徴的なケースの情報を整理するとともに、そうした運賃政

策が利用者等の変化に与えた影響等のデータを可能な範囲で収集し、そこから近年の政策の意義

を考察する。【地方主要鉄道駅からのアクセス交通におけるカーボンニュートラル】 新たにモデ

ル化した分析フレームに基づき、実際のアクセス交通整備と、そのカーボンニュートラル化の効

果の評価を行う。 
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